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Computational Thinking is the thought processes involved in formulating problems 
and their solutions so that the solutions are represented in a form that can be effectively 


























































的なスキルセット（“a set of technical skills”）ではなく、新しいタイプのリテラシーや表現







とともにアイデアを整理したり、表現したり、共有したりすることができる（“We see coding 







（Resnick 2013, Resnick 2015）。
Scratch日本語版の開発者である阿部和広は、レズニックと同様、プログラミングを「類ま
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（注）
ｉ）… 解決の方法が直ぐには分からない問題状況を理解し、問題解決のために、認知的プロセスに関わ
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ろうとする個人の能力。そこには建設的で思慮深い一市民として、個人の可能性を実現するために、
自ら進んで問題状況に関わろうとする意思も含まれる。
